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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

【辰年！新たな新年を迎えて】

十島村教育委員会教育長 木 戸 浩

明けましておめでとうございます。という挨拶
が適切なのかはなはだ疑問ですが，新年なのでこ
の挨拶からスタートさせていただきます。と申し
ますのも昨年の１２月２９日にフェリーとしま２
の火災事故が発生したからです。幸い乗客・乗員
にけが人等がなく安心したところではあります
が，その後の運行状況の予定が立たず，食料や生
活物資の輸送がどうなるのかといった状況の中
で，村民の方々は日々不安な思いをされていると
ころではないかと案じているところです。
また，元日に起きました「能登半島地震」では，

多くの方々が被災され，犠牲者も二百人以上にな
っています。亡くなられた方々に心より御冥福を
お祈りいたしますとともに，一日も早い復興を望
みたいと思います。
十島村でも地震や火山噴火などの自然災害がい

つ起こるか分からない部分はありますが，不測の
事態が発生した場合にどう対応していくのか，そ
のために様々な避難訓練も実施されているところ
であり，今後の対応をしっかりと準備しておくこ
とが肝要かと思います。
新年のスタートが，この

ような不幸なニュースから
始まってしまったので，今
年はどんな年になるのだろ
うかと心配されている方も
少なからずいらっしゃるの
ではないでしょうか。しか
し，今年は辰年です。竜の
ように勢いよく空に駆け上
がることができるように，
今年を飛躍の年にしたいと
願っています。

◇ “人間 万事塞翁が馬！”
（じんかん ばんじさいおうがうま）

上記は，中国のことわざで，一見不運に思えた
ことが幸運につながったり，その逆だったりする
ことのたとえで，幸運か不運かは容易に判断しが
たいということのようです。要は，不運も幸運も
ずっと続かないし，そして，その人の捉え方（受
け取り方）で，気持ちも変わってくるということ
だと思います。
現状を悲観することなく，常にポジティブに

捉えながら，よいイメージを持って取り組むこと
が大切なのではないでしょうか。同じような故事
成語に『禍福は糾える縄のごとし』という言葉も
あるようです。
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僕は宝島の中学二年生で，ここに来てからも
う二年が経ちます。
僕はもともと，悪石島に住んでいて，三歳か

ら小学六年生まで，そこで育ちました。宝島に
は親の仕事の関係で，急きょ引っ越すことにな
りました。悪石島でお世話になった島民の方々
や，仲の良い友達と別れなければいけないので，
寂しさがありました。
ですが，修学旅行や集合学習で話したことが

ある友達のおかげで，時間が経つにつれて，話
せる人が増えていきました。今は，楽しい学校
生活も送れています。
来年はいよいよ受験生になります。現在，ま

だ将来の夢が決まっていない僕は，いろいろな
高校を調べながら，進路について考えています。
自分が行きたい高校が決まったときに，そこに
行けるだけの力をつけるために，今のうちから
勉強を頑張っていきたいと思います。

【平島小・中学校からのメッセージ】
教諭 堀之内利成

【新聞に投稿】

令和５年1１月2０日 南日本新聞「若い目」掲載

十 島 村 で 学 ぶ

【受験にむけて】
宝島中学校 ２年 久永大地

「必ず鹿児島に戻り，鹿児島の子供たちと一緒に
成長し続ける教師になる。」３年前，この夢を実現す
ることができ，胸が躍る思いになったことを今でも
鮮明に覚えています。そして，勤務先が十島村であ
ることに，さらに喜びを感じました。なぜなら，私
の父が昭和５６年からの３年間，口之島小・中学校
に勤務し，亡き母も一緒に生活していたからです。
幼い頃に両親から，十島村での生活や文化について
話を聞いていました。話を聞きながら，「きっと苦労
する面もあるが，貴重な学び・素敵な出会いが必ず
ある」と思いました。実家の前にある遊歩道で魚釣
りをしながらフェリーとしまを眺め，「いつかは十島
村の学校に」と願っていました。念願の十島村での
教員生活を過ごすことができ，毎日感謝の気持ちで
いっぱいです。
本校に勤務して２年９ヶ月が過ぎようとしていま

す。今まで実施されていた平島の伝統行事や集会等
が復活し，多くの方と触れ合う時間も増えて大変嬉
しく思っています。改めて，島民の方々の人情溢れ
る温かさ・支えにより，多くのことを学ぶことがで
き成長させていただいていると実感しています。
今年度は，全体の場で務める機会が多く，受け持

っている小学校５・６年生３名だけでなく，中学生
８名を合わせた１１名の児童生徒と楽しい学校生活
を過ごしています。その中で，自己の省察をし，自
分に何ができるのか考えて何事にも精一杯取り組む
ようにしています。日々，子供たちから多くのこと
を学んでいること，島民の方々にお世話になりなが
ら平島生活を満喫できていることへの感謝の気持ち
を忘れず，学び続ける姿勢を保ちながら，今後も自
己研鑽に励んで参ります。

今年の干支は辰です。みんなで支え合い，互いの
個性を発揮しながら，辰が天を勢いよく昇るかのよ
うに子供たちと共に前進する１年にしましょう。本
年もどうぞよろしくお願い致します。

◇ 高校入試に向けて！

現在７つの中学校に１６人の受験生がいます。
正月明け早々に私立の入学試験があり，合格した
生徒もいます。全国からの山海留学生もいるので，
県によって入学試験の期日は様々です。私立高校
を第一希望にしている生徒もいますし，３月の公
立高校の入学試験を最大の目標にしている生徒も
います。
船の運航スケジュールが定かでない時期の入学

試験ですので，受験に間に合わないということが
ないように，教育委員会としても，役場の担当課
や学校と緊密に連携をとりながら，「１５歳の春」
をつかみ取れるように，最大限の協力・努力をし
ていきたいと思います。受験生の吉報を祈りたい
と思います。
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令和５年1１月９日 南日本新聞「若い目」掲載


